
平成２２年度「情報モラル教育のモデル授業」 

日 時：平成 年 月 日（ ） 

場 所： 

授業者： 教諭 光浦 弥幸 

１ 単元名 

情報発信における留意点～コミュニケーションの多様化～ 

２ 単元（主題・題材）について 

（１） ねらいについて 

近年の情報社会において、情報の発信・収集形態は多様化し、生徒の身近なところで数多く 

の情報が溢れている。特にインターネットの普及にはめざましいものがあり、コミュニケーシ 

ョンツールとして生徒にとっても身近な存在である。インターネットを通した様々なコミュニ 

ケーションの特性、中でもディジタル化・ネットワーク化された情報の特性を理解し、それら 

に適応した表現力・判断力を身に付けることは、情報社会において欠かせない能力となってい 

る。

また、携帯電話で Web ページを閲覧、書き込みをしている生徒も多く、インターネットにお 

けるコミュニケーションの特徴と危険性について考え、自らの体験を元にそれに対する対処法 

などを話し合う機会としたい。 

情報科の目標の３つの観点の中に、「情報社会に参画する態度」 を育成するという観点があり、 

その中でも情報モラルに関しては新学習指導要領でより重視される項目となっている。本単元 

では、現代の情報社会において情報機器により多様化するコミュニケーション形態とその特徴 

を知り、なぜそのような特徴が生まれるのかを情報の技術的な面から理解した上で、危険性か 

ら身を守り、より良い情報活用につなげる能力を身に付けることをねらいとする。 

（２）生徒の実態について（１年○組在籍数○○人） 

男子○○人女子○○人の計○○人のクラスであり、明るく素直な生徒が多い。ほとんどの生 

徒が携帯電話を持っており、使用用途は電話よりもメールや Web サイト閲覧が多い。プロフ・ 

ブログなどの Web サイトを半数以上が利用しており、 携帯電話所有者のほとんどが友人のサイ 

トを閲覧もしくは書き込みをしたことがある。生徒の中には Web サイトの危険性を認知し、情 

報発信に気を配る者もいる中、安易な書き込みにより個人情報が流布している生徒も見受けら 

れる。 

高等学校 １年 情報科 学習指導案 

「情報を正しく安全に活用するための知識や技術を身につける」



（３）資料について 

●使用教科書：実教出版 『最新情報Ａ』 岡本 敏雄、山極 隆 

第 2 章「ネットワークの活用」第 3 節「ネットワーク利用の心がまえ」 

●提示する web ページの例については、３段階の「個人情報や顔写真等が載っており、本 

名等が記載していなくても個人が特定できるような内容のもの」を利用する。 

（４）指導にあたって 

ア インターネットを通したコミュニケーションについて、インターネットの特性を理 

解した上で考えさせる。 

イ ディジタル化、ネットワーク化された情報の特性を理解させ、その特性によってどの 

ようなことが起こりうるかを予測し、その対処法について考える。 

（５）情報モラル教育の視点から 

ア 本時は、「モデルカリキュラム」の目標「３．安全への知恵」項目「ｄ４～ｄ５：危険 

を予測し被害を予防すると共に、安全に活用する」 「ｅ４～ｅ５：情報を正しく安全に 

活用するための知識や技術を身につける」、「５．公共的なネットワーク社会の構築」 

項目「ｉ４～ｉ５：情報社会の一員として、公共的な意識を持ち、適切な判断や行動 

ができる」との関連を重視して展開する。 

イ インターネットを通したコミュニケーションについて、1 対 1、1 対多などの形態や同 

期、非同期などの特性について意識し、その特徴について考える。 

ウ 具体例から危険性を発見し、それぞれの手段に応じた情報発信について理解する。 

（６）人権教育の視点 

ア 自分の考えを、自信を持って発表できるような支持的風土づくりに努める。 

イ 他の人の意見も尊重しながら、共に学習しようとする態度を育てる。 

３ 単元（主題・題材）の観点別目標 

関心・意欲・態度 コミュニケーション手段やそれらの特性、問題点などに 

ついて、積極的に話し合いに参加し考えようとする。 

思考・判断 コミュニケーションにおけるモラルやマナーについて 

配慮する。 

インターネットの特性による問題点を既習事項や実体 

験を通して考え、対策を考える。 

技能・表現 課題について班ごとに積極的に討議し、その結果や検討 

事項を表現する。 

知識・理解 様々なコミュニケーション手段や特性、それに伴う問題 

点について理解する。 

ディジタル化とネットワークの特性、それに伴う問題点 

について理解する。



４ 指導・評価の計画 

時 学習活動 指導上の留意点 評価項目（方法） 

１ １ 
(本時) 

インターネットにおける 

様々なコミュニケーショ 

ン手段の特徴を知り、その 

長所、短所について考え 

る。 

コミュニケーションの 

形態と特性、それに伴 

う問題点について日常 

生活と照らし合わせな 

がら考えさせる。 

様々なコミュニケーシ 

ョン手段について学習 

できているか（ワークシ 

ート） 

話し合いで積極的に発 

言しているか（行動観 

察） 

２ ディジタル化とネットワ 

ークの特性を知り、その対 

処法について考える。 

ディジタル化とネット 

ワークの特性を生徒が 

理解しやすいよう具体 

例を挙げながら説明 

し、対処法について考 

えさせる。 

話し合いで積極的に発 

言しているか（行動観 

察） 

ディジタル化とネット 

ワークの特性を学習で 

きているか 

（ワークシート）



５ 本時の学習 （ １／２時間 ） 

（１）目 標 

様々なコミュニケーション手段とその特徴について知り、 起こり得る危険性について考える。 

（２）展 開 

過程 学習活動と主な発問 生徒の反応 指導上の留意点と評価 備考 

導入 
5 分 

①授業の進め方について 

知る。 

「時代に伴い、様々なコ 

ミュニケーション手段が 

発達してきた。それらの 

特徴について考えていこ 

う。 」 

広いコミュニケーショ 

ンの定義から、インタ 

ーネットのコミュニケ 

ーションについて学習 

を深めていく。 

展開 
5 分 

20 分 

5 分 

②（Step1）紙→メディ 

ア→インターネットへの 

変容について考える。（情 

報の量、速度、信頼性、 

発信者に注目する。） 

なぜインターネットより 

紙やメディアの方が信頼 

性が高いのかを考える。 

③（Step2）インターネ 

ット上のコミュニケーシ 

ョン方法について知る。 

「インターネット上のコ 

ミュニケーションにはど 

んなものがあるかな。 」 

④インターネットの特性 

について、 同期と非同期、 
1 対 1 と 1 対多の通信に 

ついて考える。 

「１：多、非同期という 

ことは、どのような特性 

があるのだろう。 」 

◎、○、△を記入する。 

おおよその記入はでき 

る。 

発信者が違うから、責 

任がかかるから、嘘を 

言うとひどいことにな 

るから など。 

知っているものについ 

ては記入できる。それ 

ぞれ想像しながら記入 

する。 

適当な方に○をつけ 

る。ほとんどが回答で 

きる。 

・多くの人が見る 

・時間が経過してから 

見るので誤解が生まれ 

やすい 

紙やメディアと比べ 

て、インターネットは 

量が多く速度が速いが 

信頼性は低いことに着 

目させる。 

既習内容の信憑性につ 

いても触れる。 

それぞれについて、ど 

のようなものか画像を 

見せながら説明を加え 

ていく。 

インターネット上には 

様々なコミュニケーシ 

ョンツールがあるが、 

１：多と非同期のもの 

が多いことについて触 

れる。 

学習課題 

インターネット上の様々な種類のコミュニケーションの特徴について知り、 そ 

の特徴からメリットデメリットについて考える。 

評価

ワークシートにまとめる 

ことができているか。



10 分 ⑤（Step3）前回学んだ 

ことを生かして、具体的 

な危険性について考え 

る。 

「例に挙げたプロフから 

考えられる危険要因→結 

果（被害）を予測してみ 

よう。 」 

⑥班ごとに危険性を考え 

る。 

⑦発表 

住所や学校名が載って 

いる、顔写真が載って 

いる、友人も写ってい 

る⇒詐欺に遭う、スト 

ーカーされる、いたず 

らに使われる、友人が 

被害に遭う。 

個人情報を記載してあ 

る、はっきりとした顔 

写真が掲載してあるな 

ど、生徒が掲載しがち 

な問題のあるプロフの 

一例を見せる。 

活発に発言できるよう 

例を挙げる。 

終末 
5 分 

⑧まとめ 

「コミュニケーション形 

態は多様化しており、そ 

れぞれに合った情報開示 

をしなければならない。 

危険性も考えながら使用 

することが大切である。 

次回はインターネットの 

危険性について、その特 

性から考えていこう。 」 

本日の学習内容を振り 

返る。 

インターネット上のコ 

ミュニケーション手段 

には様々なものがあ 

り、それによって発信 

内容を注意・工夫して 

いく必要がある。 

ワークシート回収 

評価

既習事項や自分の体験を 

もとに積極的に意見を出す 

ことができるか。


